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1997年度は、川内地区・青葉山地区・富沢地区において、本調査 2件、立会調査 5件の、合計 7件の調査を実
施した (表1)。
(1)川内地区の調査















Tab l  Excavations on the campus in the Fiscal year 1997
調査の種類 調 査 地 点 (略号) 原 因 調 査 期 間 面 積 時 期
本 調 査







川内北地区 (97-4) ガス管・給水管改修 2/20-3/4
宮沢地区職員宿舎 (97-5) 受水槽・給水管取設












Ruin of Sendai Castle
Kattrauchi steles
Aobayama Site Loc B
Aobayama Site Loc E
Aobayama Site Loc C
Aobayama Site Loc A
Aobayama Site Loc D
Ashinokuchi Site
1:仙台城跡 2:川内古碑群 3:青葉山遺跡B地点 4:青葉山遺跡E地点 5:青葉山遺跡C地点
6:青葉山遺跡A地点 7:青葉山遺跡D地点 8:芦ノロ遺跡 9:片平仙台大神宮の板碑 10:郷六大日如来の碑
■ :葛岡城跡 12:郷六城跡 13:郷六建武碑 14:沼田遺跡 15:郷六御殿跡 16:郷六遺跡 17:松ヶ岡遺跡
18:向山高裏遺跡 19:萩ヶ丘遺跡 20:茂ヶ崎城跡 21:ニッ沢横穴墓群 22:萩ヶ岡B遺跡 23:八木山緑町遺跡
24:ニッ沢遺跡 25:青山二丁目遺跡 26:青山二丁目B遺跡 27:杉土手 (鹿除土手)28:砂押屋敷遺跡
291砂押古墳 30:富沢遺跡 31:泉崎浦遺跡 32:金洗沢古墳 33:土手内窯跡 34:土手内遺跡
35:土手内横穴墓群 36:三神峯遺跡 37:金山窯跡 38:三神峯古墳群 39:富沢窯跡 40:裏町東遺跡
41:裏町古墳 42:原東遺跡 43:原遺跡 44:八幡遺跡 45:後田遺跡 46:町遺跡 47:神漉山遺跡
48:御堂平遺跡 49:上野山遺跡 50:北前遺跡 51:佐保山東遺跡
図 1 東北大学 と周辺の遺跡
Fig l Archae。10gical sites and Tohoku University
図2 仙台城と二の丸の位置










































柱12本のうちの 2ヶ所では (4区・5区)、 アスファル
トの下に30cm程の厚さの砕石があり、5cm程の近代
の土層をはさんで、その下から平坦な割石が並べられ
た状態で発見された (図4)。石敷の直上には、焼土 図4 川内南地区厚生施設屋根取設に伴う
立会調査地点石敷遺構確認状況と灰のブロックが部分的に認められた。この焼土と灰 Fig 4 Views of trial trenches at the





青葉山地区では、本調査 1作、立会調査 1件を実施した (図6)。
本調査を実施したのは、理学部研禿実験棟 (2期)新営に伴う、青葉山遺跡E地点第 6次調査である。この理
学部研究実験棟は、3期に分けて工事を行う計画で、今回は、その2期工事区域の調査である。調査地点は、1994









































1997年5月25日 日本考古学協会第63回総会 於 :立正大学
発表題目 :「仙台城二の丸跡の考古学的調査成果」 発表者 :関根達人
センター業務に関わる資料調査等としては、以下のとおりで、それぞれ担当する調査研究員が出張した。







貸 出 先 :仙台市博物館 平成 9年度企画展 「発掘された仙台城一本丸・二の丸・三の丸―」
















Fig 6  LOcations Of excavations at AObayama campus











































































1997年8月 7日 福島県教育委員会 福島県埋蔵文化財技術者講習会講師 於 :矢吹町文化センター












































































Fig 8 Location Of N卜116



























きく様相が異なる。西半部では、建物本体区同様、表土 (1層)、 近代の整地層 (2層)の直下に地山の砂礫層が
現れた。一方、東半部では、地表下約50cmに、地山に由来する比較的均質な砂質シル ト層 (3層)があり、その
























































































































































































Fig 10 Roof tiles from Nrvl16
表2 仙台城二の丸跡第16地点出土瓦集計表






区・層・遺構 平瓦 1類 平瓦2類 丸瓦類 桟瓦類 板塀瓦 軒平瓦 軒丸瓦類 面戸瓦 輪違い その他の瓦 不明瓦
2層～3層上面 44( 505)68( 405) 1(003)2(02) 1(008)1(019) 23(012)
3層上面 244(3357)135(1791)100(1492)1(01)1(048) 1(035) 2(013)8(424)142(188)
4層上面 164(2495)68(1025)59( 965) 1(028)1(008)5(35)2(033) 39(103)
合  計 452(6357)271(3221)175(2591)2(013)4(10)1(008) 7(393)(052)2(013) 8(424)20 (227)
表3 仙台城二の丸跡第16地点出土軒丸瓦類観察表
Tab 3 Notes on round eaves tiles at NK/116
登録番号 出 上 場 所 瓦当文様 瓦当直径徳lll 瓦当内径(call周縁幅(cm) 備 考 図 図版
Tl 4層上面 九曜文 125 2
T2 4層上面 九曜文 2
T3 4層上面 九「詈文 170 2
T4 4層上面 三引両文 2
T5 2層～ 3層上面 巴 支 2
登録番号 出土場所 瓦当文様 瓦当形状 瓦当垂長にml 頭幅(cm) 備 考 図 図版
T6 4層上面 細桔榎2+ 不明 2
表4 仙台城二の丸跡第16地点出土軒平瓦類観察表







軒平瓦は、瓦当部の中心飾りに「細桔梗 2類」を用いるものが、4層上面で 1点出土している (図10-T6、図
版 3)。仙台城におけるこれまでの出土事例から、 縣田桔梗 2類」には 「唐草 3類」が組み合うことが知られてい
る (年報 9)。仙台城三の丸跡 (イ山台市教育委員会1985)では、このタイプの軒平瓦が三の丸造営以前の段階から
存在することが確認されており、17世紀前葉には出現していたことが確実である。
軒丸瓦は、4層上面から九曜文 3点(図10-Tl～3、 図版 2)、三引両文 1点(図10-T4、図版 2)、瓦当文






























が行なわれ、旧石器時代の文化層が発見された (年報 2)。E地点ではこれまで 5次にわたる調査が行なわれてい
る。1984年の理学部化学機器分析センター新営に伴う第 1次調査では、旧石器時代の陥し穴状遺構が検出された
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十   十
十   十
十   十
+   +
+   +
++++++++++++++++++十
層出土縄文早期後葉土器出土点数 (255点) +  十
+   +
十  +
図14 青葉山遺跡E地点第 6次調査グリッ ト別出土土器密度図





・ 晩  期
図15 青葉山遺跡E地点第 6次調査出土土器分布図 (縄文早期後葉以外の上器)
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図16 青葉山遺跡 E地点第 6次調査グリッ ト別出土石器密度図
Fig 16 Density OF Stoneimplements at AOE6

















十 +    +
+
図17 青葉山遺跡 E地点第 6次調査出土石器接合関係図
Fig 17 DistributiOn of refited StOne implements at AOE6
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1層    大学による2回の盛土
2層    10YR3/4暗褐色と10YR4/6褐色が斑状に混じる 粘土質シル ト 粘性弱 しまり強
3層    10YR4 5/6褐色～黄褐色 やや赤味があり肉眼的には肌色に近い シル ト 粘性中 しまり中
4層    10YR6/6明黄褐色 やや細かいシル ト 粘性弱 しまり中 (3層より弱)白色パミスの微細粒を多く含む
5層    10YR5/5にぶい黄褐色～黄褐色 シル ト 粘性弱 しまり中 マンガン粒、白色パミス小粒を少量含む。川崎スコリア
のブロックが認められる。
6a層    10YR6 5/5にぶい黄褐色～明黄褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中 マンガン粒、白色パミス小粒を少量含む
6b層    6a層に愛島軽石層起源の軽石、岩片を少量含む 他は6a層に同じ
7層上部  10YR5 5/4にぶい黄褐色～にぶい黄橙色 粘土質シル ト 粘性弱 しまり強 愛島パミス起源の軽石、岩片を多量に含
む10cm程の円礫も稀に含む
7層下部  7層上部に比べ愛島起源のパミスの含有が多く、黄味がやや強く、しまりも強い 他は7層上部に同じ
7a層    75YR65/6橙色 粘土質シル ト 粘性弱～中 しまり中～強 灰白、青灰色の愛島軽石起源の小岩片 (径lcm程まで)
を全体に含む ごく微細なマンガン粒が全体に多く見られる
7b・c層   色調は7a層に同じ 粘土質シル ト 粘性弱～中 しまり中～強 白・橙・青灰の愛島軽石起源の小岩片を多量に含む 7a
層より粒が大きい 風化した黄色軽石が目立つようになる ごく微細なマンガン粒が全体に認められる
8層    愛島軽石層 ごく薄く、上面には凹凸も多いため、かなり撹乱を受けている
9層    10YR5/8黄褐色 粘土質シル ト 粘性強 しまり中～強 直下の礫層起源の礫を多量に含む 大粒のマンガンを若干
含む
9a・b層  7 5YR6/6橙色 粘土質シル ト 粘性弱 しまり中 マンガン小粒を多量に含む 風化が激しい
9a層    75YR65/6橙色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中～強 径10mm程のマンガン粒を非常に多く含む 8層との境にマ
ンガンが多く沈着している 径2cm程の円礫を多く含む
9b層    7 5YR6/6橙色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中～強 9a層より赤味がある 細砂の含有が多く、マンガン粒も比較的
多く見られる
10a層   10YR5 5/7黄褐色～明黄褐色 粘土質シルト 粘性強 しまり強 10b層より少ないが淡黄、灰白の細砂を全体に含む
白色、橙色の小岩片 (径1～2mm)を多く含む 径1～2mmのマンガン粒を全体に多量に含む
10b層   10YR6/4と7/3にぶい黄橙色が斑状に混ざる 粘土質シル ト 粘性中 しまり中～強 5YR8/4淡黄、8/1灰白の細砂な
いしシル ト質砂を小ブロック状に多く含む 礫層起源の径2～3cm程の小円礫を少量含む 径2mm程の白、橙色の小岩
片も多い 径lmm程のマンガン粒を全体に含む
10c層   10YR6/6明黄褐色を主体とし、10YR8/1灰白色を斑状に含む 粘土質シル ト  粘性弱 しまり中 砕砂が混ざる
10b層との境に鉄分とマンガンの集積が認められる
1la(上)層 75YR5/8明褐色と10YR5/8黄褐色の中間 10YR8/1灰白色が斑状に混ざる 粘土質シル ト 粘性強 しまり中～強
灰白色周辺に鉄分が見られる マンガンは小ブロック状で■下層より多い
1lb層   5Y7/1灰白色を主体とし、75R4/8赤色が点状、霜降状に混ざる 粘土 粘性強 しまり弱 マンガンも点状、筋状に見
える
1lc(下)層 10YR6/6明黄褐色を主体とし、10YR8/1灰白色が5cm程の縞状に混ざる 粘性中 しまり中 粘土質シル ト 細砂を若
千含む 灰白色周辺に鉄分が見られる 小ブロック状のマンガンがわずかに見られる
1ld層   10YR7/6明黄掲色を主体とし、10YR8/1灰白色を小ブロック状に全体に混ざる 砂質シル ト 粘性強 しまり弱～中
鉄分が糸根状、編目状に認めれる マンガンは径2～20mm程のブロック状に含まれる
1le層   10YR7/6明黄褐色を主体とし、10YR8/1灰白色が小ブロック状に含まれる 1lc層より灰白の割合が小さい 砂質シル
ト 粘性中 しまり弱～中 マンガンの入り方は■d層に近い 鉄分が糸根状に認めらえる
1lf層   10YR8/1灰白色と10YR5/8赤色が斑状に混ざる 粘土質シル ト 粘性中 しまり弱 上部にマンガンが細い縞状に見
られる
1la・c層  10YR6/4鈍い黄橙色を主とし、10YR7 5/1灰白色が間隔の大きい網目状に混ざる 粘土質シル ト 粘性中～強 しまり強
パミス小粒 (白、黄)、 細砂粒を全体に含む
1lf①層  2 5YR7/6橙色と10YR3/1灰白色が霜降状に混ざる 粘土質シル ト 粘性強 しまり中～強 多量の細砂～粗砂を含む
酸化鉄が多い
1lf②層  25YR65/8橙色を主体とし、10YR8/1灰白色がブロック又は霜降り状に混ざる 粘土質シルト 粘性強 しまり中～強
上半には細砂粒を小ブロック状に多く含む 灰白色の周りに酸化鉄が多い
1lf③層  色調は1lf③に同じ やや粗い砂が帯状に堆積 ⑤程の厚み、広がりともない
1lf④層  2 5YR6/6～6/8橙色を主とし、10YR8/1灰白色がブロック状 (径lcm程)に混ざる 砂質シル ト しまり弱～中 粘性
中 ⑦より砂が少ない
1lf⑤層  色調は1lf③に同じ やや粗い砂が帯状に堆積
1lf⑥層  25YR65/8橙色を主体とし、10YR8/15灰白色が混ざる 砂質シル ト 粘性中 しまり弱～中 1lf⑦に似るが酸化鉄が
特に多い
1lf⑦層  2 5YR7/6～6/8橙色を主体とし、10YR8/2灰白色が小ブロック状に混ざる 砂質シル ト しまり弱～中 粘性中 11層
の中では最も赤味が強い
1弾③層  2 5YR6/8橙色 風化した礫と粗砂、礫砂は透明、白、青等を呈する
11(軟質)層 7 5YR7/6橙色と75YR8/1灰白色がごく細かく斑状に混ざる 砂質シル ト 粘性弱 しまり中～強 縦方向のスジ状に
7 5YR8/1灰白ないし白色の部分が認められる また下部に行くほど細かな霜降り状に灰白～白色が多く見られるよう
になる 礫層起源の風化した小礫を少量含む マンガン小粒上部(～径5mm位)に少量認められる 縦方向のクラック
が多く見られる
11(砂)層  7 5YR7/6橙色を主体とし、75YR8/1灰白色が横長の霜降り状に混ざる 粘土質シル ト 粘性中 しまり中～強 上部
に粗砂を薄い横縞状に含む 11(軟質)層に比して灰白色の割合が多い
12層    10YR6/6明黄褐色と5/6黄褐色が斑状に混じる 粗砂、細砂、シル ト～粘土と細砂が細かく互層をなす しまり中～強(
下部ほど強い)粘性はシル ト～粘土が強、他は弱 下には礫層起源と見られる白色、橙色の風化礫を含む マンガン、
酸化鉄とも多く見られ、ラミナの見えるところはラミナに沿つて、その他は斑状に見られる 上にのる層との境目に特
に多くのマンガンが見られ、かつ非常に固い
崩落±1  10YR4/4褐色を主とし、5/6黄褐色が斑状に混ざる シル ト 粘性弱 しまり中 小礫をわずかに含む
崩落±2  5～7層起源上が混ざる
崩落±3  10YR4/6褐色 シル ト 粘性弱 しまり弱 黄褐色土ブロックを斑状に含み、極小～lcm程の礫が多く見られる
崩落±4  10YR4 5/6黄褐色～褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中 礫層起源の小円礫を多量に含む 3～7層上部起源土と
礫層中の礫の混合破砕帯
崩落±5  10YR5 5/6明黄褐色～黄褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり弱 礫層起源の円礫を極多量に含む 7層上～下部起源
土と礫層中の混合破砕帯
崩落±6  10YR6/6明黄褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中 7層起源の破砕帯





崩落±10  崩落± 7、 9と同じ
崩落±11  マトリクスは7上～下層と同じ ひびが入ったためにややしまりが弱い
崩落±12  2b層に比べ黒味が強い またしまりがない
崩落±13  10YR5/4鈍い黄褐色 粘性極弱 しまり弱
崩落±14  2b層にほぼ同じ ややしまりにかける
崩落±15  周囲に比べしまりがない 10YR5/4,tt/ヽ黄褐色 粘質シル ト しまり極弱 粘性紅弱
崩落±16  10YR5/6黄褐色 粘質シル ト 均質 しまり弱 粘性なし
崩落±17  基本的に18に同じであるがやや黄色味が強い
崩落±18  10YR4/8～5/ ¢い 黄ヽ褐色 粘質シルト しまり弱 粘性極弱 部分的に小さな空隙あり
崩落±19  10YR3/3H音褐色シル ト 粘性なし しまりなし
崩落±20  10YR5/4¢い 黄ゝ褐色 粘土質シル ト 粘性極弱 しまり弱
崩落±21  地滑りによる亀裂 10YR5/6黄褐色 シル ト 粘性弱 しまり弱 上部には2b層に由来する黒味がかつた土も見られ
る
崩落±22  地滑りは2b層を切っており、2b層上面段階で生じ、その後 2a層が堆積したと考えられる 10YR4/4褐色 シル ト 粘
性弱 しまり弱を主体とし、所々に腐つた植物の根に由来すると考えられる黒色土が混じる 上部には2b層由来の上が
見られる
崩落±23  10YR3/3H音褐色シル トを主体とし、2b層に似るが全体的には2b層に比べやや暗め 3層起源の黄褐色ロームブロックを
含み不均質 粘性なし しまり弱











粘土質シル ト 粘性やや強 しまり弱～中を主体 と
し、黄褐色と褐色粘土質シル トプロックをしもふ り状
にごくわずかに含む。
10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性中 しまり中 径
1～2mmの石英粒が底面直上に多量に含まれる。
す
10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性中 しまり弱 ご
く微細な☆褐色土粒を全体に均質に多量に含む。
10YR3/4 暗褐色 ンル ト 粘性中～強 しまり弱
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図21 青葉山遺跡E地点第 6次調査 1、 2、3号土坑




































が 2点、中期後葉の土器が 1点、晩期の上器が 8点である。これらのうち口縁部、底部、および条痕以外の文様








わずかに屈曲するものが存在する (13・14)。口縁部端面は内削ぎのもの (9・10。 12)、丸みを帯びるもの (7)、
平坦なもの (8)、先が尖るもの (11)などが見られた。小波状口縁で口唇部外面側のみを口縁に直行する方向で
刻むもの (9。11・12)、が多く、その他に口唇部外面のみを斜めに刻むもの (10)、口唇部全体を斜めに亥1むも














な土器は、仙台市川添東遺跡 (仙台市教育委員会1993)、北前遺跡 (仙台市教育委員会1989)、梨野A遺跡 (仙台
市教育委員会1983)、沼遺跡 (仙台市教育委員会1992)、山田上ノ台遺跡 (仙台市教育委員会1987)、下ノ内遺跡






































また、同一母岩を3例確認した (表6)。 (ここでいう母岩とは同じ原石から剥離されたと考えられる石器が 2
点以上のものを指す。)母岩 1は珪質頁岩である。剥片12点からなる。接合資料が 2例みられた(接合資料 1・ 2)。








じた剥離面を打面として、13、 14を連続的に承1離している。接合資料 2は自然面を多く有し、打面転位を繰 り返
しながら剥片剥離を行っている。接合資料 1と2はBH-15・BG-15区からまとまって出土している。












図22 青葉山遺跡 E地点第 6次調査出土土器 (1)
Fig 22 POttery from AOE6(1)
図23 青葉山遺跡E地点第 6次調査出土土器





















υ            5cm
0                                 10cm
青葉山遺跡E地点第 6次調査出土石器 (1)














図25 青葉山遺跡E地点第 6次調査出土石器 ¢)











Fig 26 StOneimplements from AOE6 131
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表5 青葉山遺跡 E地点第 6次調査出土土器観察表




表6 青葉山遺跡 E地点第 6次調査出土石器観察表
Tab 6 Attribute list Of stone implements frOm AOE6
表7 青葉山遠跡 E地点第 6次調査母岩観察表
Tab 7 Attribute hst of parent rock from AOE6
番号 地 区 遺構・層位 時 期 部 位 端面形 ]縁形甦 器面調整 文 様 夫化物 器 厚 胎 土 備 考 図 図版
ClAT20区PIT14埋土 晩期後葉 口縁～体部 内肖」 平坦 困ミガ千外ミガキ 無文
?（
錘 7






C3BE13区風倒木痕5埋土 晩期? 体部 不明 不明 内ミガキ・外不 LR縄文 外面
?
? 7
C4BD14区風倒木痕5埋土 晩期 ? 体部 不明 不 明 内不・外不 LR羽状縄 文 ?? 錘 赤色顔料 7
C5AT14区2層(?) 早期中葉 底部 不明 不 明 内N,外N 無文 征 銀 7
C6BF13区2層 早期中葉 底 部 不 明 不 明 内N,外N 無文 笙 征 7
C7BM17区2層上面 早期後葉 日縁 音Б 丸(3) Bd 内N・外N E 征 ?? 7
C8BN19区2層 早期後 葉 口縁部 平坦(0 A 内ミガキ・外S E ?? 笙 7
C9AR19区2層( 早期後葉 口縁部 内肖に ) Ba 内N。外N E 鉦 銀 7
AR22区2a層 早期後葉 口縁部 内肖Щl) Bb 内S・外S Da 鉦 多 7
CllBKll区2層下部 早期後葉 口縁音【 尖る
“
) Ba 内N・外S E 径 無 7
C12AS20区2b層 早期後葉 口縁部 内削(1) Ba 内N・外S Da ?? 少 7
C13BC19区2層 早期後葉 体部屈曲部 不 明 不 明 内S・外S D 征 少 7
C14BH12区2層 早期後葉 体部屈曲部 不 明 不 明 内S,外S Da 征 少 7
C15AQ22区2a層 早期後葉 体部 不 明 不明 内S,外S Aa 征 少 7
C16AQ23区2b層 早期後葉 体部 不 明 不明 内S,外S Aa ?? 少 7
C17
?
2層 早期中葉 口縁～体部 平 坦 Ba 内N・外S 貝殻沈線文
?〔 ??
8
C18BH 区 2層下部 早期末葉 体 部 不 明 不明 内ミガキ・外不 縄文条痕文
?? ??
8
C19BIvI9区 2層 中期中葉 体 著【 不 明 不明 内不・外不 渦巻文 外 面
?〔
8
C20BE 区 2層 晩期後菜 口縁～体部 平坦 押圧 内N・外不 LR縄文 ?（ ?? 8
C21BE3区 2層 晩期? 体 部 不 明 不 明 内ミガキ ,外不 LR縄文 外面
?（
C22AS24区 2層 晩期? 体 部 不 明 不明 内不・外不 RL縄文 内面 ?? 8
C23BL17区 2層上面 晩期 ? 体 部 不 明 不明 内ミガキ・外不 LR縄文
?
?
C24BG13区2層 不 明 体部 不明 不 明 内ミガキ・外不 LR縄文 ?? ??
C25BE14区2層 不 明 体部 不 明 不 明 内ミガキ・外不 LR縄文 ?｛ ??
C26BQ22区2a層 不 明 体 部 不 明 不 明 内N・外不 LR縄文
?? ??
C27BF14区2層 晩期? 底部 不明 不 明 内N・外不 LR縄文 ?? ??
C28BL16区 2層上面 晩期? 底部 不明 不 明 内N・外不 RL縄文 ?? ??




C30 表土 中期 体部 不明 不 明 内N・外N 隆沈線による横位曲線文
?? ??
C31 表土 晩 期 口縁 ～体 部 平坦 押圧 付ミガキ,外ミガキLR縄文
?? ?
? 8
No 出土地区 器  種 長さ(mm)幅(mm)厚さ(mm)重量 (富) 石  材 備 考 図 図版
AR21区 2層 石鏃 19 珪化凝灰岩 8
BH15区 2層 石錐 頁 岩 8
BH17区 2層 石箆 286 281 頁 岩 8
BN18区 2層 スクレイパー 頁 岩 8
AQ22区 2a層 石核 905 珪化凝灰岩 母岩3 8
BH17区 2層 凹石 安山岩 9
AR21区 2層 石 皿 1972 23784輝石石英安山岩 9
BH15区 2層 剥片 珪質頁岩 母岩 9
BH15区 2層 剥片 12 珪質頁岩 母 岩
BH55ζ 2層 剥片 珪質頁岩 母岩
BG5区 2層 剥片 珪質頁岩 母 岩 9
S12BH5区 2層 剥片 珪質頁岩 母 岩
BH5区 2層 剰片 352 珪質頁岩 母岩
BH5区 2層 剥片 168 珪質頁岩 母岩 9
S15BN18区 2層 剥片 頁 岩 母岩2 9
B018区 2層 剥片 298 11 頁 岩 母岩 2 9
母 岩に 色  調 特 徴 自 然 面 の 特 徴
1 灰褐色 (7 5YR5/2)部分的にオリーブ黒色 (5Y3/1)の縞が入る。 黄灰色(25Y6/Dを呈し、所々に灰白色(25Y8/りの斑点が混じる。
2 褐灰色 (10YR6/1)白色粒子が若干混じる。 自然面を持たない。
3 灰白色 (25Y8/2)所々に明赤褐色(5YR5お)と明養褐角(10YR6/6)の構様が入る。 にぶい赤褐色(5YR4/4)を呈する。
5。 仙台市青葉山遺跡E地点に認められる埋没引張亀裂群について








ねられている (東北大学埋蔵文化財調査委員会1986、東北大学埋蔵文化財調査研究センター 1999a・ 1999b・ 2000)。
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On the campus of Tohoku l」niversity,a lot of archaeological sites are known.Arnong them,Sendai Castle
is the xnost famous and largest one. Almost al1 0f the south part of Ka、vauchi campus is IOcated on its
secondary citadel area,Aobayama campus includes remarkable Paleolithic sites and lnitial」omon sites.
In」apan,if existing circumstances need to be changed in the known site area,excavation research on the
buried cultural properties must be carried out. The Center mainly carries out salvage excavations of
archaeological sites on the campus.
This is a report of twO sites(1.e。,N〕v【16,AOE6)excavated by the Archaeological Research Center on the
Campus in 1996.
NW【16 site(Loc.16 of Ninomaru,ユ.e.,the secondary citadel of Sendai Castle)
The main citadel of Sendai Castle was built in A.D.1600 by K/1asamune DATE.In A.D.1638 his son,
Tadamune I)ATE built the secondary citadel on a lo、ver te ra e.ハη%ο夕,9αttι had practically been the center of
the gOvernment of Sendai―力αη or sOme 250 years unti1 lvleiji Restoration.
N〕v笙16 area corresponds to the area of south、vest corner of Ninomaru.There were rnain buildings such as
Gοzα%ο%α,G体力
'巧
θ at this area.Gozanoma was both a sitting room for the ttαιttθ and space for annual
events Gοカケガο waS One Of the bedrooms for the ttαケηノ0・ Nふ江16 was excavated prior tO construction of a
temporary lecture house of the Faculty of EconoHlics,Traces of levehng of ground ttrith disused roof tiles
and pebbles、vas found at 50crn the land surface.This leveling of ground is cOnsidered to occur in the late
18th century―he first half of the 19th century.
AOE6 site(the sixth excavation of Aobayama site Loc.E)
AOE6 site is located on Aobayama campus of Tohoku University.The area close tO AOE3 and AOE4 was
excavated prior to construction of a research building of the Department of Physics on Aobayama campus.
姿ゝ1l features were found On layer 3.A lot of cracks and gaps derived frOm landslides were found on the
sections and on layer 3 at the sOuth to the southMrest corner of the area.These are observed frorn the layer
2b tO the layer 12.The landshde traces、vere alsO fOund at AOE2.Frorn their stratigraphic positiOns,it is
inferred that the landshde occured as a series These are not connected、vith th  neotectonics.It took place
locally come Ⅵrith sliding of lumps of sOil.These cracks run to layer 2b,and they are covered by layer l and
2a.Because of this,it is inferred that these、vere formed af er the deposition of layer 2b.The same sort of
45
cracks were also fOund at AOEl.It is not a direct series to AOE6,but it seems that these cracks were
forlned almOst cOmtemporary.
In the present excavatiOn,3 earthen pits and 14 pits were found.The earthen pits Of No.l and No.2 were
trap pits of」Omon period.The plan Of No.l is a rectangle,and a pit was fOund at the base.Eastern half of
No.2 was broken,but it is assumed to be rectangular.
Most pOttery sherds are classified as the Aobayama E type」omon pot ery,with incised lines made by
shell―edge.These belong to the late stage of the lnitial」omOn.Because these pottery has been found at
AOE3 and AOE4,this area is a range of cOntinuous settlement to those found at AOE3 and AOE4.
Other types of pottery be10ng tO the■liddle sta e of th  lnitial」omon,the final stage of the lnitial
」omon,the rniddle stage of the A/1iddle JOmOn,the late stage of the ?liddle JomOn,and the Final Jomon.It
is evident that this area has been used for a 10ng tilne during」OmOn pe iod.
46

















P12 View of NM16(2)and features of NM16,Roof tiles from NM16
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3.調査区北半 3層上面全景 (西か ら)
6.1号土坑セクション (北から) 7.1号土坑完掘状況
図版3 青葉山遺跡 E地点第 6次調査区全景・検出遺構







図版4 青葉山遺跡E地点第 6次調査区検出遺構 (1)












7.ピット13完掘状況 (南から) 8.ピット14完掘状況 (西から)
図版5 青葉山遺跡E地点第 6次調査区検出遺構 修)










i! 'ギ■F l it, 
“7 BK・BL-18・19区深掘り調査区地すべり痕検出状況(西から) 8.BS-14。15区深掘り調査区地すべり痕検出状況 (南から)
図版6 青葉山遺跡 E地点第 6次調査遺物出土状況・地すべり検出状況



































Pottery and stoneimplements from AOE6(1)
C19
図版8 青葉山遺跡 E地点第 6次調査出土遺物 確)












青葉山遺跡 E地点第 6次調査出土遺物 偲)
Pottery and stone implements from AOE6(3)
S6、S7はS=1:9
その他はS=2:3
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